
                         
 

         
 

 
 

 

     

現
在
、
議
会
基
本
条
例
が
各
会

派
代
表
者
で
協
議
が
行
な
わ
れ
、

本
年
４
月
施
行
の
方
向
で
ま
と
ま

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
先
行
し
て

以
下
の
よ
う
な
改
革
が
行
わ
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
も
、
条
例
制
定
の

流
れ
を
受
け
て
、
従
来
以
上
に
速

い
速
度
で
合
意
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 
私
と
し
て
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と

と
考
え
ま
す
。 

 

代
表
質
問 
・・・・・・・・・・・・・・・ 

：
Ｈ
２
１
・
２
月
実
施 

一
日
一
会
派
の
質
問
日
程
と
す
る
。 

常
任
委
員
会
の
知
事
質
問 
・・・・ 

：
Ｈ
２
１
・
２
月
実
施 

議
員
一
人
当
た
り
六
〇
分
の
う
ち
、

知
事
質
問
は
一
〇
分
と
し
、
現

行
・
二
日
間
開
催
を
三
日
間
に
増

や
す
。 

委
員
会
の
府
民
傍
聴 

・・・・・・・・ 

：
Ｈ
２
１
・
２
月
実
施 

議
会
運
営
委
員
会
の
運
営 

・・・・ 

：
１
２
月
議
会
実
施 

 

理
事
会
で
合
意
し
た
こ
と
を
議 

     

会
運
営
委
員
会
で
決
定
す
る
。 

議
場
へ
の
持
ち
込
み
許
可 

・・・・・ 

 
 

 
 

：
Ｈ
２
１
・
２
月
実
施 

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
使
用
、
パ
ソ

コ
ン
持
込
を
許
可
す
る
。 

議
会
情
報
の
発
信 

・・・・・・・・・・ 
 

 
 

 

：
Ｈ
２
１
・
２
月
実
施 

質
問
通
告
書
を
前
日
、
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
。議
案
の
会
派
別
賛
否
を
掲
載
。 

 

一
般
質
問 

・
・
・
・
・
・ 

  

 

市
町
村
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
を

独
自
の
判
断
で
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
創
る
こ
と
が
地
域
主
権
で
あ
り
、

そ
の
制
度
改
革
を
支
援
す
る
た
め

に
四
月
か
ら
補
助
金
に
代
え
て
交

付
金
制
度
を
創
設
し
ま
す
。 

し
か
し
、
橋
下
知
事
は
来
年
度
、

財
政
再
建
の
ひ
と
つ
と
し
て
従
来 

よ
り
も
減
額
し
た
交
付
金
総
額
に 

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

                    

そ
の
交
渉
が
市
長
会
会
長
の

倉
田
市
長
と
の
バ
ト
ル
と
し
て
報

道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

私
は
府
民
か
ら
い
た
だ
く
税

の
一
定
割
合
を
総
額
と
し
て
交
付

金
化
す
べ
き
と
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
理
由
は
、
府
の
役
割
が
市
町

村
へ
と
代
わ
る
の
で
す
か
ら
、
今

ま
で
府
が
財
政
措
置
し
て
き
た
予

算
を
振
り
向
け
る
べ
き
だ
と
考
え

る
か
ら
で
す
。
そ
の
上
で
使
途
を

自
由
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
町

村
の
裁
量
が
拡
大
し
、
市
民
の
政

策
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

ま
た
、
街
づ
く
り
な
ど
は
市
民

に
身
近
な
市
町
村
で
許
認
可
で
き

る
よ
う
府
の
権
限
を
委
譲
す
る
際
、

市
町
村
の
受
け
皿
づ
く
り
を
支
援

す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。 

知
事
か
ら
は
交
付
金
額
に
つ

い
て
透
明
性
を
高
め
る
た
め
に
ル

ー
ル
化
を
図
る
こ
と
は
意
義
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
税
収
だ
け
で
な
く

施
策
課
題
な
ど
、
ど
の
点
を
考
慮

す
べ
き
か
検
討
の
余
地
が
あ
り
ま

す
が
、
政
策
協
議
の
場
で
検
討
し

ま
す
。と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。 

            

       

指
定
管
理
者
選
定
は 

総
合
評
価
方
式
で 

 

 

府
は
公
共
施
設
の
指
定
管
理

者
選
定
方
法
に
つ
い
て
、
今
日
ま

で
十
分
と
は
い
え
な
い
が
、
単
に

価
格
だ
け
で
決
め
る
の
で
は
な
く
、

品
質
や
正
常
な
賃
金
で
の
雇
用
、

障
害
者
や
市
民
団
体
が
働
け
る
場

を
確
保
し
て
い
る
か
な
ど
総
合
的

に
判
定
し
た
選
定
決
定
シ
ス
テ
ム

を
持
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
橋
下

知
事
は
総
合
評
価
に
よ
る
選
定
の

必
要
性
は
認
め
な
が
ら
、
価
格
に

つ
い
て
も
重
視
す
る
姿
勢
を
取
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

私
は
こ
う
し
た
考
え
が
決
し
て

よ
い
こ
と
で
は
な
く
、
持
続
可
能

な
地
域
社
会
の
発
展
の
妨
げ
に
な

る
と
知
事
の
姿
勢
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。 

  

昨年は皆様から、力強いご支援をたまわ

り心からお礼申しあげます。 
世界的な金融不安はわが国の地方自治

体の財政にも影響を与えつつあります。 
大阪府財政は企業が納める法人税が中

心のため、財政収入は景気の動向に大きく

左右されるからです。 
府は昨年度、約1,100億円の歳出削減を

行いましたが、今年はさらに歳入不足見込

み額約1,000億円とされ、地方交付税での

補填を見込んでも、590億円ほどの削減効

果が必要と知事は議員団との政策懇談会

で明らかにされました。 
景気後退による歳入不足への対応は議

会もともに危機を共有して難局打開に取

り組まなければなりません。 
私は、今春で任期も折り返しとなりま

す。さらに気持ちを引き締めて、府政に取

りくむ所存です。 
あらためて昨年を振り返りますと、議員

団副幹事長としての活動が中心となりま

した。 
７月臨時議会では、財政再建プログラム

を巡って、不要不急の政策はないのか、削

減してはならない必要な政策は何なのか、

すべての項目について、議員団での議論の

たたき台づくりに汗を流しました。 
さらに、議会基本条例の原案づくりで

は、知事と同等に選挙で選ばれた議会が、

知事が、すすめる政策の評価や議会独自の

政策提言で知事と互いに切磋琢磨して、い

かにして府民生活の向上に役立てていく

か、私たち議員の資質が問われます。 
４月から、議会が画期的に変わるとご期

待下さい。 
 今年も、府民生活第一を基本スタンスと

して、全力で行動いたしますので、皆様の

ご支援を心からお願い申し上げてごあい

さつといたします。 
 
平成21年 新春 

大阪府議会議員 井上 章   
 橋下知事は関西空港の海外からの乗り入れ路線が少な

いのは大阪成田線（年間利用各３５万人）があるからと

して国に廃止を求めました。本当にそうなのでしょうか。 
 昨年11月20日、全日空㈱の山元社長は、路線の存続・

廃止は需要の有無がすべて、お客様がいるのに切ってし

まうのは乱暴と表明しました。同時に、離島路線などは

税金を投入しても維持するという考え方も必要と持論を

展開し、収益度外視では各自治体の要望にこたえること

は難しいと、民間企業の立場を主張しました。一方、日

本航空は関西成田路線の新設とともに、大阪成田線の使

用機種を大型化することを決めました。 


